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第　　　　号

２００９

枚
方
教
職
員
組
合

枚
方
市
西
禁
野
一
�
一
�
三

Tel　

八
四
八
�
三
三
〇
〇

Fax　

八
四
八
�
三
〇
五
二

１０   １５　　 木 １４８７

１４８７

１０． １５

月
例
給
０
・
２２
％
、
一
時
金
０
・
３５
月

府
人
勧

賃
下
げ
反
対
の
声
を
職
場
か
ら

大
阪
府
人
事
委
員
会
は
、
13
日
、
府
職
員
・
教
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
勧
告
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
内

容
は
国
人
勧
と
同
様
、
月
例
給
が
マ
イ
ナ
ス
０
・
22
％
（
平
均
８
８
５
円
）、
一
時
金
が
マ
イ
ナ
ス
０
・
35
月

分
と
い
う
大
幅
な
引
き
下
げ
勧
告
で
す
。
月
例
給
と
一
時
金
の
同
時
引
き
下
げ
は
史
上
初
、
過
去
最
大
の
賃
下

げ
と
な
り
ま
す
。
し
か
も
、
本
年
４
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
調
整
（
マ
イ
ナ
ス
遡
及
）
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

今
回
の
府
人
勧
は
、
昨
年
８

月
か
ら
の
大
幅
な
賃
金
カ
ッ
ト

（
３
・
５
％
〜
11
・
５
％
）
を
反

映
し
て
い
ま
せ
ん
。
削
減
後
の

比
較
で
は
２
５
２
９
０
円
、
６
・

73
％
も
民
間
を
下
回
っ
て
い
ま

す
。
一
時
金
の
４
％
（
６
％
）
カ

ッ
ト
も
ま
っ
た
く
反
映
し
な
い
も

の
に
な
っ
て
お
り
、
第
三
者
機
関

と
し
て
の
本
来
の
役
割
（
公
民
較

差
に
も
と
づ
く
勧
告
）
を
放
棄
す

る
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
持
ち
家
の
住
居
手
当

（
新
築
・
購
入
後
５
年
間
）
に
つ

い
て
も
、「
国
と
の
均
衡
」
な
ど

を
理
由
に
廃
止
す
る
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
月
例
給
の
減
額
改
定

か
ら
若
年
層
（
概
ね
30
歳
ま
で
）

を
除
い
て
い
ま
す
。
国
に
準
じ

「
若
年
層
へ
の
配
慮
」
を
す
る
な

ら
、
民
間
よ
り
下
回
っ
て
い
る
初

任
給
の
引
き
上
げ
を
勧
告
す
べ
き

で
す
。

　

勤
務
時
間
短
縮
に
つ
い
て
、
昨

「枚方子ども会議」
第１８回総会・講演会

日時：１０月２３日（金）
午後７時～８時半

場所：枚方市民会館

過去最大

不
当
な
マ
イ
ナ
ス
勧
告

年
の
府
人
勧
で
は
「
国
に
大
き
く

遅
れ
な
い
よ
う
取
り
組
み
を
進
め

る
べ
き
」と
言
及
し
て
い
た
の
に
、

〇
九
勧
告
で
は
、
時
短
に
触
れ
て

い
ま
せ
ん
。
本
年
四
月
か
ら
、
国

並
び
に
多
く
の
府
県
が
一
五
分
短

縮
を
実
施
し
て
い
る
中
、
府
当
局

に
対
し
て
時
短
の
即
時
実
施
を
求

め
る
の
が
筋
で
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
が
強
く
求
め
て

い
た「
非
常
勤
講
師
の
待
遇
改
善
」

は
、一
切
触
れ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

府
内
各
学
校
の
病
休
・
産
休
等

の
代
替
講
師
が
配
置
で
き
ず
「
教

育
に
穴
が
あ
く
」
問
題
で
は
、
当

初
人
事
委
員
会
は
、「
任
命
権
者

を
通
じ
て
聴
い
て
み
る
」
と
言
明

し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
も
触

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

教
員
特
別
手
当
に
つ
い
て
、
府

人
勧
は
「
意
見
」
の
中
で
、「
本

府
を
含
む
ほ
と
ん
ど
の
都
道
府
県

が
国
モ
デ
ル
」を
用
い
る
と
し
て
、

公
民
格
差
と
は
関
係
な
く
国
追
随

で
減
額
が
適
切
と
し
て
い
ま
す
。

　

大
阪
の
厳
し
い
賃
金
と
共
に
人

前
年
に
続
き
、

　
　
　

教
員
特
別
手
当
の
引
き
下
げ
を
言
及

主催：「教育のつどい」実行委員会

 11 月 7 日（ 土）13 時～ 17 時
 教育文化センター　参加費　無料
　全体講演　( 午後３時～・大会議室 )

「学校と社会をつなぐ学びをつくる」
　　講師　石川康宏さん　(神戸女学院大学教授 )
石川さんは、経済危機や構造改革批判など現代の日本と
世界を鋭く分析し、展望を明らかにする闘う経済学者で
す。大学のゼミでは、教室と社会をつなぐ学びを追求し、
その成果を「女子学生と学ぶ『慰安婦』問題」などに著
しています。今回、女子学生に慰安婦問題をどう学んだ
かなど、報告していただきます。

報告　「日本軍『慰安婦』問題を学ぶ」
（神戸女学院大学石川ゼミ生）

第１０回　枚方の教育を語り合う

　父母・市民と教職員のつどい

　分科会　( 午後１時～３時 )

① 子どもが伸びる学校園　～本当の学力って何？　
② 「子どもの貧困」を考える
③ 青年・学生の働き方と支える大人の役割
④ 発達障害と学校教育

～子どものために手をつなごう
⑤ 子どもの成長と「食」

～ 食べることは生きること

公
民
較
差
▲
２
５
２
９
０
円
の
実
態
を
無
視

府人事委員会勧告の主な内容
給　与　０．２２％、８８５円引き下げ
一時金　０．３５月分引き下げ

６月に凍結した０．１５月と合わせ
て、１２月に０．２月を差し引く

住居手当　持ち家の新築・購入５年までを廃止
その他　　教員特別手当の引き下げ

材
の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
も
許

さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

大
教
組
・
府
労
組
連
は
、
文
科

省
調
査
で
も
明
ら
か
と
な
っ
た
労

働
実
態
に
見
合
っ
た
賃
金
要
求
を

か
か
げ
た
た
か
い
ま
す
。

　

今
回
の
勧
告
は
、
一
二
年
間
に

及
ぶ
賃
金
抑
制
、
と
り
わ
け
昨
年

八
月
以
降
の
大
幅
な
賃
金
カ
ッ
ト

に
よ
る
職
員
の
生
活
悪
化
を
さ
ら

に
加
速
さ
せ
る
も
の
で
、
と
う
て

い
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

枚
方
教
組
は
、
秋
季
年
末
闘
争

に
お
い
て
、
橋
下
「
改
革
」
を
包

囲
す
る
府
民
運
動
と
結
ん
で
人
件

費
削
減
の
撤
回
、労
働
時
間
短
縮
、

非
常
勤
職
員
の
待
遇
改
善
な
ど
、

諸
要
求
の
実
現
め
ざ
し
全
力
を
あ

げ
て
奮
闘
し
ま
す
。

中学校実践交流会
＝「困難」「荒れ」克服のツボ＝
「困難を極めた時期もありました。しか
し、今はあのころとは違います。」積み
重ねてきたもの、大切にしてきたことを
互いに交流しましょう。


